
　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
に
あ
る
淑
徳
与
野

高
校
は
、創
立
67
年
目
を
迎
え
る
私
立
女

子
校
。
同
校
で
は
現
役
で
の
4
年
制
大
学

進
学
率
が
例
年
90
％
を
超
え
て
い
る
。
塾

や
予
備
校
に
行
か
な
く
て
も
、志
望
大
学
に

「
現
役
合
格
」す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
、

手
厚
い
学
習
指
導
に
定
評
が
あ
る
。教
育
モ

ッ
ト
ー
は「
Ｉ 

ｈａｖｅ 

ａ 

ｄｒｅａｍ
．」。「
将

来
こ
う
な
り
た
い
」「
社
会
に
こ
う
貢
献
し
た

い
」と
い
う
夢
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、キ

ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

2
年
次
か
ら
進
学
希
望
先
別
に
5
類
型

に
分
か
れ
て
学
ぶ
た
め
、1
学
年
で
は『
総

合
的
な
学
習
の
時
間
』を
使
っ
て
、職
業
研

究
や
学
部
・
学
科
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
類

型
選
択
の
最
終
決
定
は
11
月
。
限
ら
れ
た

時
間
の
な
か
で
、ア
ン
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
の
は

も
ち
ろ
ん
、自
発
的
な
進
学
意
欲
を
高
め

る
た
め
に
、工
夫
を
こ
ら
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

4
種
と
多
め
の
資
料
を
活
用
し

潜
在
的
な
興
味
を
引
き
出
す

　

ま
ず
6
月
に
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
職
業

分
野
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
分
け
。そ
の
後
、職
業

ガ
イ
ド
本
や
、つ
き
た
い
仕
事
か
ら
学
問
が
わ

か
る
ガ
イ
ド
本
な
ど
、４
種
類
の
資
料
を
使

い
、興
味
・
関
心
の
あ
る
職
業
を
選
ぶ
。『
文

理
選
択
応
援
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』は
こ
の
時
に
使
う
。

 

「
複
数
の
資
料
を
使
う
の
は
、判
断
材
料

を
少
し
で
も
増
や
し
て
、一
人
で
も
多
く
の

生
徒
が
将
来
に
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
に
し

た
か
っ
た
か
ら
。『
文
理
選
択
応
援
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
』は
、80
の
学
問
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
、

各
学
問
に
つ
い
て
い
る「
文
理
度
」が
便
利

で
し
た
」と
語
る
の
は
昨
年
度
1
学
年
主

任
を
務
め
た
矢
吹
誠
先
生
。
た
と
え
ば
言

語
学
は
目
盛
り
が
文
系
に
２
つ
傾
い
て
お

り
、建
築
学
は
理
系
に
１
つ
傾
い
て
い
る
と

い
う
よ
う
に
、文
系
・
理
系
ど
ち
ら
の
傾
向

が
強
い
学
問
か
が一
目
で
わ
か
る
。（
左
図
参

照
）矢
吹
先
生
自
身
、生
徒
か
ら「
こ
の
学

問
は
文
系
・
理
系
の
ど
ち
ら
で
す
か
？
」と

聞
か
れ
た
と
き
な
ど
に
、と
て
も
役
に
立
っ

た
そ
う
だ
。
資
料
を
ヒ
ン
ト
に
、生
徒
は
ワ

ー
ク
シ
ー
ト
に
、興
味
の
あ
る
職
種
に
つ
い
て

「
仕
事
内
容
」「
必
要
な
資
質
」「
そ
の
仕
事

に
つ
く
た
め
に
進
学
す
る
と
い
い
学
部
学

科
」な
ど
を
書
き
出
す
。（
左
図
参
照
）

　

夏
休
み
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
と
職
業
人

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、そ
の
成
果
を
も
と
に

9
月
に
は
全
員
が
発
表
用
の
資
料
を
作
っ
て

3
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
む
。
10

月
に
は
卒
業
生
10
人
を
招
い
て
、今
の
仕
事

内
容
や
や
り
が
い
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
を
実
施
。
さ
ら
に
今
年
は「
社
会
で
必

要
な
能
力
」「
社
会
人
3
年
目
ま
で
の
離
職

率
の
高
さ
」「
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
の
大
切
さ
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
リ

ク
ル
ー
ト
の
進
路
講
演
も
実
施
し
た
。
11
月

に
は
グ
ル
ー
プ
代
表
者
に
よ
る
全
体
発
表
、

2
月
に
は
学
年
代
表
者
に
よ
る
発
表
を
行

い
、一
連
の
取
り
組
み
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
る
。

生徒数／1151人（女子のみ）
普通科29学級
進路状況（2014年度）／
大学進学96.7％、短大進学0％、
専各進学0.6％、就職0％、その他2.7％

埼玉県さいたま市中央区上落合5-19-18
電話／048-840-1035
http://www.shukutoku.yono.saitama.jp/

スクールデータ

淑
徳
与
野
高
校（
埼
玉
・
私
立
）

将
来
の
夢
を
起
点
に
今
を
考
え
る

逆
向
き
の
視
点
を
も
た
せ
る

 

「
と
り
あ
え
ず
大
学
に
入
る
こ
と
だ
け
に

集
中
し
、将
来
の
こ
と
は
大
学
生
に
な
っ
て

か
ら
考
え
よ
う
と
思
っ
て
い
る
生
徒
が
少
な

か
ら
ず
い
ま
す
。ま
た
親
の
影
響
が
強
く
主

体
性
が
な
か
っ
た
り
、偏
差
値
だ
け
を
基
準

に
し
て
志
望
大
学
を
選
ぶ
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。い
ず
れ
の
場
合
も
職
業
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
考
え
て
い
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、こ
の
進

路
学
習
で
は
ま
ず
将
来
ど
ん
な
仕
事
に
就

き
た
い
か
を
考
え
、次
に
そ
の
仕
事
に
就
く

た
め
に
必
要
な
学
問
を
探
し
、そ
の
学
問

を
学
ぶ
た
め
に
今
高
校
で
何
が
必
要
か
考

え
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
お
り
、未
来
か

ら
今
を
見
つ
め
る
視
点
を
も
て
る
よ
う
に

企
画
し
て
あ
り
ま
す
」と
矢
吹
先
生
。

　

同
校
で
は
1
学
年
で
の
進
路
選
択
で

は
、ま
ず
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
る
。
世
の
中
に
は
実
に
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
、活
気
の
あ
る
職
場

も
あ
れ
ば
、課
題
を
抱
え
る
組
織
も
あ
る

こ
と
を
知
り
、そ
こ
で
自
分
を
ど
う
生
か
す

か
考
え
た
う
え
で
類
型
選
択
で
き
る
よ

う
、指
導
し
て
い
る
。

 

「
進
路
選
択
に
悩
む
生
徒
に
は
、ま
ず
選

択
肢
を
広
げ
る
提
案
を
し
、そ
れ
ぞ
れ
ど
ん

な
責
任
や
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
踏
ま
え
て
自

分
で
決
め
る
よ
う
に
促
し
ま
す
。つ
い
自
分

の
意
見
を
言
い
た
く
な
る
の
で
す
が
、そ
れ

は
絶
対
し
な
い
よ
う
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
」

■ 『文理選択応援BOOK』に
  掲載されている「文理度」

■ 2014年度1学年で使用した
 ワークシートⅠ

「文理選択応援BOOK」の「80学問リスト」で
は、上記のようにどんなことを学ぶのか、大学の
先生が解説してくれる。その上にあるのが「文
理度」。赤い目盛りが左に傾くほど文系度が高
く、右に傾くほど理系度が高い。区別が難しい
「経済学」と「経営学」の違いも目盛りに反映さ
れており、視覚的に理解できる。

左側で興味のある仕事について調べ、右側で
調べた職業・企業・業界で働くために進学する
のが望ましい学部・学科とその理由を記入する。
「ワークシートⅡ」では夏休みのオープンキャン
パス参加内容と、興味のある職業につく社会
人へのインタビューを記録する。

リクルートサービスを活用した指導実践例 文理選択応援BOOK

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研≫キャリアガイダンス≫発行メディアのご紹介≫クラス担任のためのキャリアガイダンスvol.27

1学年での進路学習を踏ま
え、2学年では志望分野の
学問研究とからめた研究
小論文に取り組みます。生

徒たちを飛躍的に成長させるために、本校の
既存の進路学習を積極的にブラッシュアップし
ていきたいですね。

2学年主任
矢吹誠先生

発行所／（株）リクルートホールディングス　〒100-6640 東京都千代田区丸の内1-9-2　グラントウキョウサウスタワー　リクルート進学ホットライン：0120-161-656（フリーダイヤル）　ⓒ（株）リクルートマーケティングパートナーズ
発行人／中島淳二　編集人／山下真司　編集デスク／太田知子　企画／赤土豪一 
アートディレクション／桑原 徹（KuwaDesign）　デザイン／熊本卓朗（KuwaDesign）　印刷／サンエー印刷
※校内で教材として使用する以外の本誌の記事・写真・図表などの無断転載を禁じます。※掲載人物の役職・プロフィール等は取材当時のものです。

1975年福岡県生まれ、神奈川県育ち。神奈川・県立
鎌倉高校卒。武蔵野美術大学造形学部日本画学科卒
業後、絵画塾へ２年間通い、県内の美容専門学校で講
師として勤める。そこで絵画を約７年教え、34歳で教員
採用試験に合格し、35歳より同校へ赴任。現在は校内
の研究開発グループに所属し、学習支援（特進プログラ
ムと学び直し）を担当。担当教科は美術。観戦専門のサ
ッカー部と美術部の顧問も。

神奈川・県立
菅
すげ

高校
教諭
田中講平先生（40歳）

profile

卒業後の自分を
意識させ、その気にさせる

　菅高校に赴任した５年前から、学年
の進路指導を担当する田中先生。
 「世の中のしくみを学べる環境を整え
てやりたいし、仕事にもいろんな選択
肢があることを伝えたい。入学した時に
は個性のない服、自分に合わない服を
着ている生徒たちに、こういう服を着た
いという意志をもたせ、自分に似合う服
を見つけて卒業させてやりたい」と言
う。そのため１年次には生活習慣や基
本的マナーの習得に力を入れ、同時
に職業人インタビューや社会人講話な
ど進路行事を充実させるなど、進路へ
の意識を高める工夫を続けている。
　田中先生がキャリア指導において
何より大事にしているのは、生徒に卒
業後の自分を意識させること。
 「これはあくまで私見ですが、自分や
周囲の友人などの生き方を振り返って
みても、高３の時の進路選択は40歳く
らいまでの人生を決めてしまう重要な
節目になる。生徒にもいい加減に進路

を決定すると20代以降、苦労するかも
しれないよ、と話しています」
　田中先生自身、４浪して美大へ入
学。卒業後は専門学校の講師として
働いた。そこで、専門学校の系列の通
信制高校でケアの必要な高校生の指
導に携わり、「自分が教師になれば、も
っと何かできることがあるはず」と一念
発起。30歳から教員試験を受け始め、
４度目の正直で合格し、35歳から現職
というユニークな経歴の持ち主。
 「細かな紆余曲折は生徒に話していま
せんが、僕自身、優秀ではなかったからこ
そ、どこで人がつまずくのかが、他の人よ
り予想しやすい。勝つまでやってみないと
負けっぱなしになることも身をもって実感
している。そういった経験を生かしながら、
生徒一人ひとりの特性に“ばっちり似合
う進路”を一緒に探してやりたいんです」
　

学びの継続力を養うため
「学び直し」をスタート

　意欲に火をつけるには一人ひとりを
見ていくしかない。そう田中先生は考え、

生徒全員を覚え、親しみをもって下の名
前で呼ぶ。その方が距離も縮まり、本音
に触れることができるからだ。「もともとお
せっかいで、放っておけない性格なの
で、気になる生徒には何度でも声をかけ
ます。何も考えていないヤツが一番困る
んだけれど、“それでいいのか”と何度も声
をかけていると“このままじゃマズイ”って
気づいてくれる。その繰り返しで、気持ち
が爆発するのを待つという感じです」
　昨年の卒業生に、３年次になって
「短大で英語が勉強したい」と言い出
した生徒がいたそうだ。田中先生はAO
入試のための文章作成の補助と面接
指導を続けた。その甲斐あって、見事
に志望校に入ったそう。「自分でやると
言い出した子は必ず結果を出します」。
ただ、心配なのは入学後。基礎学力が
十分でないがゆえ、授業についていけ
なくて退学するケースも増えているから
だ。「実情に危機感を感じ、今年度から
『学び直し』を学年でスタートさせまし
た。中１レベルから１日10分ずつ。そこで
“やればできる”という喜びも味わってほ
しいなと思っています」

「進路の手引き」は今年の生徒に合わせた改訂
版、「菅ナビ」は学びの基本や授業の受け方、生
活習慣などを１年生用にまとめた冊子、左のノー
トはアイデアノート。

田中先生は進路
指導をはじめ、何を
するにしても前例
に固執せず「その

やり方が本当に良いのかどうか」
を必ず検討します。生徒のタイプ
も質も毎年変わるので、３年前の
やり方が今の生徒にマッチすると
は限らないからです。また、生徒一
人ひとりを深くじっくり見ており、そ
の上でその子に合った指導を実
践しています。（神奈川・県立菅高
校　教諭川村正明先生）

取材・文／いのうえりえ

革ジャンがトレードマークの田中講平先生。教師という立場であるものの、「教える」という感覚で、生徒に接するのが好きではない。
生徒と同じ目線に立ち、横から寄り添うようにして大事なことを伝えていきたいと言う。


